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御言葉
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イエスは、彼に言われた。 
「まことに、あなたに告げます。 
あなたはきょう、わたしとともに 
パラダイスにいます。」

概観
十字架の両側に二人の犯罪人がいて、 
一人はイエス様をあざ笑ったが、一人はイエス様に
救いを求めた。

アウトライン
1．救いの対象：彼に言われた
2．救いの瞬間：きょう
3．救いの目的：パラダイスにいます
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1. 救いの対象：彼に言われた
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1）十字架刑：むごい死に方；重い犯罪者に限る；
イエス様＝扇動罪と反逆罪に。
2）あざ笑わった人々：指導者、ローマ兵士； 
降参しない犯罪人（ローマ 8:7）→人間の姿。
3）犯罪人の一人：①自分の罪を認める　②裁きを信
じる　 ③イエスの無実を主張する　 ④イエス様の将来の
王位を信じる　⑤自分をゆだねる。

4）イエス様の状態：十字架の上で瀕死状態；救い
を求める人を退けない。

2. 救いの瞬間：きょう
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1）悔い改めの変化：ののしっていた（マタイ 

27:41-44）→イエスを弁護した（ルカ 23:40-41）。

2）救いのプロセス：頭の信仰→心の信仰；「ユダヤ人
の王」（V38）→「御国の位に」（V42）。

3）善行の必要性：この犯罪人は善行の機会がない；
救いの条件ではない（エペソ 2:8-9）。

4）イエスの友となる：すぐに友達になってくださる
（ヨハネ 15:13）→犯罪人が最後の友達。本当の友＝共
におられる平安（詩篇 27:1-3）。

3. 救いの目的：パラダイスにいます
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1）エデンの園：オリジナル・デザインの関係と 
交わり；救い＝堕落前の状態に戻ること。
2）「わたしとともに」：天国＝イエス様が 
おられるところ；場所ではなく関係である。
3）パラダイス：paradeisos（黙示録 2:7）； 
永遠のすばらしい交わり（黙示録 21:3-4）。

4）犯罪人の救い：朝＝堕落した状態；昼＝イエス
様に救われた；日没＝栄光に入れられた。  
今を大事に＝ギリギリに信じよう×。


